
一
昨
年
の
本
学
会
と
日
本
医
史
学
雑
誌
で
発
表
し
た
よ
う
に
、

安
政
五
年
、
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
死
去
の
事
情
を
調
査
し
た
福
岡

藩
主
黒
田
長
溥
（
斉
溥
）
は
、
坪
井
芳
洲
が
執
筆
し
た
島
津
斉
彬
の

容
体
書
（
以
下
容
体
害
）
を
添
え
て
、
宇
和
島
藩
主
伊
達
宗
城
に
書

簡
（
以
下
黒
田
書
簡
）
を
送
っ
た
。

著
書
は
こ
の
容
体
害
の
校
訂
中
、
日
付
が
八
月
と
な
っ
て
い
る

も
の
と
七
月
十
六
日
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
、
二
系
統
の
史
料
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
理
由
を
検
討
し
た
結
果
、
明
治
期
に
島

津
家
編
輯
所
で
史
料
整
理
が
行
わ
れ
た
と
き
、
加
筆
訂
正
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
検
討
の
経
過
を
報
告
す
る
。

宇
和
島
伊
達
家
文
書
は
太
平
洋
戦
争
中
に
東
京
か
ら
宇
和
島
に

移
さ
れ
、
現
在
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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坪
井
芳
洲
筆
島
津
斉
彬
容
体
書
の
史
料

に
つ
い
て

泉
彪
之
助

黒
田
書
簡
は
同
会
に
現
存
す
る
が
、
容
体
害
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。
現
在
宇
和
島
系
統
の
史
料
で
は
、
明
治
期
に
伊
達
家
家
記
編

輯
所
で
作
成
さ
れ
た
写
し
が
も
っ
と
も
古
い
（
以
下
伊
達
家
史
料
）
。

島
津
家
文
書
は
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
編
纂
さ
れ
た
も
の
が
『
鹿
児
島
県

史
料
」
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
黒
田
書
簡
と
容
体
書
は
そ
の

『
斉
彬
公
史
料
第
三
巻
』
に
あ
る
（
以
下
県
史
料
）
。

ま
た
基
礎
と
な
っ
た
資
料
は
不
明
だ
が
、
日
本
史
籍
協
会
編
の

「
島
津
家
書
翰
集
巻
五
」
に
こ
の
容
体
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
以

下
書
翰
集
史
料
）
。

誤
字
や
字
体
の
相
違
な
ど
を
除
い
て
三
種
の
史
料
を
比
較
す
る

と
、
伊
達
家
史
料
と
書
翰
集
史
料
は
よ
く
似
て
お
り
、
日
付
は
い

ず
れ
も
八
月
で
あ
る
。

一
方
県
史
料
は
日
付
が
七
月
十
六
日
で
、
ま
た
最
後
の
文
節
（
歎

奉
存
候
）
に
、
他
の
二
つ
に
は
な
い
「
卜
」
の
字
が
あ
る
（
歎
ト
奉

存
候
）
・
著
者
は
最
初
、
薩
摩
藩
が
公
式
記
録
と
し
て
保
存
し
た
容

体
書
が
別
に
あ
り
、
そ
れ
が
県
史
料
の
も
と
に
な
っ
た
の
か
と
考

え
た
が
、
県
史
料
に
「
本
書
黒
田
長
溥
公
ョ
リ
廻
送
セ
ラ
レ
伊
達

家
所
蔵
」
の
但
し
書
き
が
あ
り
、
史
料
間
の
文
面
の
一
致
か
ら
も
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そ
の
可
能
性
は
少
な
い
と
思
わ
れ
た
。

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
史
料
編
さ
ん
室
の
好
意
で
、
県

史
料
の
基
礎
と
な
っ
た
『
島
津
家
国
事
鞁
掌
史
料
』
（
明
治
期
に
島

津
家
編
輯
所
で
編
纂
）
の
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
と
こ
ろ
、
八
月
の
八

を
消
し
て
七
月
十
六
日
と
訂
正
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

所
見
、
卜
の
字
を
加
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
所
見
、

読
点
を
加
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
所
見
が
あ
っ
た
。
原

本
を
見
て
い
な
い
の
で
断
定
出
来
な
い
が
、
史
料
の
内
容
の
相
違

は
、
島
津
家
編
輯
所
に
お
け
る
作
業
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で

黒
田
長
溥
は
、
安
政
五
年
七
月
二
十
八
日
に
斉
彬
の
重
病
を
知

り
、
側
近
吉
永
源
八
郎
を
鹿
児
島
へ
派
遣
、
吉
永
は
容
体
書
を
入

手
し
て
八
月
二
十
六
日
に
帰
着
し
た
。
鹿
児
島
へ
到
着
後
も
吉
永

は
な
か
な
か
情
報
を
入
手
出
来
な
か
っ
た
と
黒
田
書
簡
に
あ
る
の

で
、
八
月
と
い
う
日
付
は
、
吉
永
に
た
い
し
て
容
体
書
を
発
行
し

た
時
期
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
島
津
家
編
輯
所
は
、
こ
の
発
行

の
日
付
を
重
視
せ
ず
、
斉
彬
死
去
の
日
の
七
月
十
六
日
に
訂
正
し

は
、
島
津
家
編
輯
所
に
お
狸

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

の
日
付
を
重
視
せ
ず
、
》

た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
に
よ
れ
ば
、
伊
達
家
文
書
の
目
録
が

作
成
さ
れ
た
と
き
、
黒
田
書
簡
の
項
に
容
体
書
の
こ
と
が
書
か
れ

ず
、
そ
の
た
め
容
体
書
は
本
来
の
場
所
と
異
な
っ
た
と
こ
ろ
に
収

蔵
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
将
来
原
本
が
発
見
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
福
井
県
立
短
期
大
学
）
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